
 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

  

 

  

  

   

 

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奈良県学校保健会 

(Ｎｏ.138) 



はじめに 

 

奈良県学校保健会 

会長 安東 範明 

 

 平素は、学校保健の充実・推進に御尽力をいただくとともに、県学校

保健会の円滑な運営にそれぞれのお立場から御理解と御協力を賜り心か

らお礼申し上げます。 

 近年、子どもを取り巻く社会状況や生活様式が急激に変化する中で、

ストレスによる心身の不調などメンタルヘルスに関する課題や、ぜん息、

アトピー性皮膚炎、食物アレルギー等のアレルギー疾患等の増加、生活

習慣の乱れ、性の問題行動、子どもたちの心身の健康に関する様々な課

題が生じています。また、自然災害や事件、事故などが多発しており、

これらに対する危機管理と子どものこころのケアが大きな課題となって

います。 

 子どもが心身ともに健やかに育つことは、すべての人々の願いであり、

様々な健康課題に適切に対応するためには、学校のみならず広く社会全

体の課題として受け止め、学校・家庭・地域が一体となり対応すること

が重要です。県学校保健会は、その連携の要として、関係者が現状把握

と課題解決に向けた方策を共有し、具体的な取組が推進されることを目

的として、現代的な健康課題についての研修会を開催しています。 

 令和６年度は、「糖尿病をはじめとする小児内分泌疾患等の理解と対

応について」「学校教育活動における事故発生に関する法的責任の観点

からの防止策や対応方法について」「事例から学ぶ食物アレルギーへの

対応のしかた」「実効的・実践的な防災教育と防災組織体制の構築や整

備について」をテーマに、年４回の研修を受けていただきました。毎回

多数の参加申し込みがあり、本研修会に対する現場の学校保健関係者に

おけるニーズの多さを改めて確認したところです。 

 今後も、県学校保健会といたしましては、各研究団体、支部への支援

を行い、現代的な健康課題の解決に向けて積極的に取り組んでいただけ

るよう事業を進めてまいります。 

 終わりに、関係の皆様方のお力添えをいただきながら、学校保健のさ

らなる活性化と充実に向けた積極的な取組を展開してまいりたいと存じ

ますのでよろしくお願い申し上げます。 



 

令和６年度奈良県学校保健会 第１回理事会・評議員会議事録 

 

１ 日  時  令和６年６月６日（木） １４時００分～１４時３０分                   

                 

２ 場  所  ホテル リガーレ春日野 天平の間 

 

３ 出 席 者 ・理事定数２２名、規約第１３条による必要出席者数１１名 

        出席者（１５名） 

        委任状出席者（７名） 

        

・監事定数 ２名 

出席者(２名) 

         以上理事出席２２名（うち委任状出席７名）、監事出席２名 

 

・評議員定数３９名、規約第１３条による必要出席者数２０名 

        出席者（１５名） 

        委任状出席者（２４名） 

        以上３９名 

 

４ 議  事    第１号議案  令和５年度事業報告(案)並びに決算書(案)について 

        その他 

 

５ 議事資料   資料１    令和５年度 奈良県学校保健会事業報告 

資料２    令和６年度 奈良県学校保健会役員名簿 

資料３    奈良県学校保健会規約 

資料４       奈良県学校保健会表彰要項 

資料５    令和６年度 全国健康づくり推進学校表彰事業実施要項 

資料６    第４６回近畿学校保健連絡協議会開催要項 

 

６ 審議事項および内容 

            友岡副会長、小谷教育次長挨拶の後、議事については友岡副会長が議長と

なり議案の審議に入った。       

   

第１号議案  令和５年度事業報告(案)並びに決算書(案)について事務局から報告。 

         会計監査について、書類は適正に執行されたことを認めた旨を、七浦監事

から報告。議長はこれを諮ったところ、第１号議案・監査報告とも異議なく

承認された。                     

 

７ その他        事務局から奈良県学校保健会表彰の案内、令和６年度全国健康づくり推進

学校表彰事業の推薦について、第４６回近畿学校保健連絡協議会開催につい

て連絡をした。 

                 

以上で閉会した。 



月 日 事　　　業　　　名 開　催　場　所

5 5/15～6／23 水泳プール安全衛生管理講習会 オンデマンド配信

6 1 奈良県学校保健会第１回理事会・評議員会 リガーレ春日野

7 奈良県学校保健会養護教員部会研修会 奈良県社会福祉総合センター

27 第４５回近畿学校保健連絡協議会　
奈良公園バスターミナル

レクチャーホール

７／３１～８／１ 第７６回近畿養護教諭研究協議会 大阪市

10/19～20 第７４回全国学校給食研究協議大会 国立オリンピック記念青少年総合センター

26 第１回奈良県学校保健会研修会 奈良県立教育研究所　

10/26～27 令和５年度全国学校保健・安全研究大会
神戸文化ホール

神戸市立中央体育館

11 １１／１５～１／１５ 奈良県健康教育（保健・安全・給食）研究大会 オンデマンド配信

15 奈良県学校保健会養護教員部会研修会 奈良県立教育研究所

21 第２回奈良県学校保健会研修会 リガーレ春日野

19 奈良県高等学校等養護教育研究大会 奈良県立教育研究所

25 学校保健研修会（学校医・学校歯科医・学校薬剤師等） 奈良県薬業会館

1/26～2/29 栄養教諭・学校栄養職員等スキルアップ研修会 オンデマンド配信

29 奈良県高等学校等保健主事・養護教諭合同研修会 リガーレ春日野

1 第３回奈良県学校保健会研修会 奈良県立教育研究所

8 奈良県学校保健主事研究大会 奈良県産業会館

9 奈良県養護教育研究大会 奈良県橿原文化会館　

2/15～3/15 日本学校保健会事業報告会 オンデマンド配信

7 奈良県学校保健会第２回理事会・評議員会 リガーレ春日野

7 第４回奈良県学校保健会研修会 リガーレ春日野

備考 奈良県学校保健会支部別研修会 各　支　部

奈良県学校保健会会報発行 年　一　回

奈良県学校保健会表彰 年　一　回

3

令和５年度 奈良県学校保健会事業報告

7

10

2

1

12



（単位：円）　　

令和５年度
予算

令和５年度
決算 増減 摘　　　　　　　　要

292,000 292,000 0 県費事業補助金

50,000 50,000 0 公益財団法人奈良県学校給食会

200,000 200,000 0
一般社団法人奈良県医師会
一般社団法人奈良県歯科医師会
一般社団法人奈良県薬剤師会

2,055,000 2,099,725 ▲ 44,725

幼稚園；１園375円、小・中学校；１人15円
高等学校；全日1人18円、定1人10円
特別支援学校；1人10円
国立高等専門学校；１人18円

710,000 560,000 150,000
一般社団法人奈良県医師会
一般社団法人奈良県歯科医師会
一般社団法人奈良県薬剤師会

1,000 21 979 利息等

1,770,000 1,858,588 ▲ 88,588

5,078,000 5,060,334 17,666

令和５年度
予算

令和５年度
決算 増減 摘　　　　　　　　要

1,370,000 1,356,261 13,739

給与手当 918,000 1,025,533 ▲ 107,533 職員給料・交通費・保険料

旅       費 70,000 2,780 67,220
全国学校保健研究大会（兵庫県）
県内旅費

会  議  費 100,000 51,254 48,746 理事会・評議員会　

需  用  費 157,000 152,713 4,287 事務用品・郵送料

使用料及び損料 125,000 123,981 1,019
行政財産使用料・インターネット接続料
ホームページ料

3,708,000 2,477,440 1,230,560

給与手当 918,000 1,025,533 ▲ 107,533 職員給料・交通費・保険料

補　助　金 550,000 435,685 114,315 研修会等講師謝金等

謝       金 250,000 120,000 130,000 奈良県学校保健会研修会講師謝金等

旅       費 200,000 55,120 144,880
日本学校保健会事業報告会
奈良県学校保健会研修会講師旅費

会  場  費 290,000 185,052 104,948
奈良県学校保健会研修会会場費
学校保健研修会会場費

需  用  費 900,000 276,328 623,672
安全用品費、全国大会等参加費、事務用品、郵送
料、振込手数料、奈良県学校保健会表彰、冊子
等

負  担  金 400,000 379,722 20,278 日本学校保健会搬出金（前年度学校基本調査による）
（団体負担２４万＋個人人数×1．2円）

予  備  費 200,000 0 200,000

5,078,000 3,833,701 1,244,299

令和5年度　 歳  入  決  算  額 5,060,334 5,060,334 円
歳  出  決  算  額 3,833,701 3,833,701 円
歳入歳出差引残額 1,226,633 1,226,633 円（令和６年度へ繰り越し）

（歳　 出）

令和５年度　奈良県学校保健会　決算書

（歳    入）

科　　 　目

補　助　金

助　成　金

負　担　金

科       目

  事  務  費

  事  業  費

  合       計

会　　　 費

広　告　費

雑　収　入

繰　越　金

合　　　 計



役　名 選　出　区　分 氏　　名 役　職　名　

会長 奈良県医師会 安　東　　範　明 奈良県医師会 会長

副会長 奈良県医師会 友　岡　　俊　夫 奈良県医師会 副会長

〃 奈良県歯科医師会 末　瀨　　一　彦 奈良県歯科医師会 会長

〃 奈良県薬剤師会 後　岡　　伸　爾 奈良県薬剤師会 会長

〃 奈良県都市教育長協議会 𠮷　田　　德　弘 橿原市教育委員会　教育長

〃 奈良県高等学校長協会 稲　葉　　　　功 奈良県立五條高等学校　校長

常務理事 奈良県教育委員会事務局 新　子　　泰　夫 奈良県教育委員会事務局　体育健康課長

理　事 奈良県国公立幼稚園・こども園長会 下　村　　知　子 斑鳩町立斑鳩幼稚園　園長

〃 奈良県小学校長会 高　田　　　　聡 御所市立御所小学校　校長

〃 奈良県中学校長会 東　畑　　年　昭 奈良市立富雄第三中学校　校長

〃 奈良県歯科医師会 野　阪　　幸　男 奈良県歯科医師会　常務理事

〃 奈良県薬剤師会 木　曽　　江律子
奈良県薬剤師会理事
学校薬剤師部会　部会長

〃 奈良県健康教育研究会 山　村　　一　彦 奈良市立春日中学校　校長

〃 奈良県学校保健主事会 藤　波　　　　央 奈良市立佐保小学校　校長

〃 奈良県養護教育研究会 森　　　　三恵子 大和郡山市立片桐中学校　養護教諭

〃 奈良県高等学校等養護教育研究会 濵　中　　　　誠 奈良県立高田高等学校　校長

〃 奈良県安全教育研究協議会 中　川　　秀　男 香芝市立関屋小学校　校長

〃 奈良県学校給食指導研究会 糀　　　　良　彦 大和高田市立菅原小学校　校長

〃 奈良県学校給食栄養研究会 廣　川　　伊希子 上牧町立上牧中学校　栄養教諭

〃 奈良県ＰＴＡ協議会 工　藤　　将　之 奈良県ＰＴＡ協議会 副会長

〃 奈良県町村教育長会 廣　見　　敦　志 大淀町教育委員会　教育長

〃 奈良県保健所長会 水　野　　文　子 奈良県郡山保健所　所長

監　事 奈良県医師会 七　浦　　高　志 奈良県医師会 理事

〃 奈良県学校給食会 植　村　　哲　行 奈良県学校給食会 常務理事

役　名 氏　　名

顧　問 山　下　　　　真

〃 中　野　　雅　史

〃 大　石　　健　一

令和６年度　奈良県学校保健会役員名簿（理事・監事）

役　職　名　

奈良県知事

奈良県議会 議長

奈良県教育委員会 教育長



役　名 選　出　区　分 氏　　名 役　職　名

評議員 奈良県国公立幼稚園・こども園長会 櫻　井　　直　子 田原本町立認定こども園平野幼稚園　園長

〃      〃 山　田　　英　子 御所市立御所幼児園　園長

〃 奈良県小学校長会 浅　井　　信　成 香芝市立真美ケ丘西小学校　校長

〃       〃 峠　　　　喜　継 葛城市立磐城小学校　校長

〃 奈良県中学校長会 石　井　　徳　幸 御所市立葛上中学校　校長

〃       〃 増　田　　一　成 香芝市立香芝東中学校　校長

〃 奈良県高等学校長協会 岡　田　　禎　之 大和高田市立高田商業高等学校　校長

〃       〃 真　野　　功太郎 奈良県立大和広陵高等学校　校長

〃 奈良県医師会 赤　﨑　　正　佳 奈良県医師会 理事

〃       〃 前之園　　晃　幸 奈良県医師会 理事

〃 奈良県歯科医師会 野　口　　光　生
奈良県歯科医師会
地域保健委員会　母子・学校歯科保健班長

〃       〃 白　井　　健　雄
奈良県歯科医師会
地域保健委員会　母子・学校歯科保健副班長

〃 奈良県薬剤師会 田　原　　宏　一
奈良県薬剤師会理事
学校薬剤師部会　副部会長

〃       〃 森　田　　佐由美 学校薬剤師部会　常任幹事

〃 奈良県養護教育研究会 木　原　　美佐恵 奈良市立都南中学校　養護教諭

〃 奈良県学校保健主事会 八　田　　涼　介 奈良市立興東館柳生中学校　教頭

〃 奈良県高等学校等保健主事会 真　野　　功太郎 奈良県立大和広陵高等学校　校長

〃 奈良県高等学校等養護教育研究会 後藤田　　惠　美 奈良県立盲学校　養護教諭

〃 奈良県学校給食栄養研究会 山　本　　典　子 橿原市立白橿中学校　栄養教諭

〃 奈良県ＰＴＡ協議会 川　本　　綾　子 奈良県ＰＴＡ協議会 副会長

〃 奈良市支部 福　西　　正　剛 奈良市立ならやま小中学校　校長

〃 大和高田市支部 中　川  　義　崇 大和高田市教育委員会事務局教育部　教育総務課長

〃 大和郡山市支部 奥　村　　雅　彦 大和郡山市教育部長

〃 天理市支部 奥　村　　紀　一 天理市教育委員会　事務局長

〃 橿原市･高市郡支部 山　岸　　哲　哉 かしはら山岸眼科クリニック　院長

〃 桜井市支部 尾　田　　敏　浩 桜井市教育委員会　事務局長

〃 五條市支部 尾　﨑　　和　弘 五條市立五條南小学校　校長

令和６年度　奈良県学校保健会役員名簿（評議員・幹事等）



〃 御所市支部 石　井　　徳　幸 御所市立葛上中学校　校長

〃 生駒市支部 水  谷　　雅　美 生駒市立あすか野小学校　校長

〃 香芝市支部 森　本　　隆　史 香芝市立二上小学校　教頭

〃 葛城市支部 中　川　　純　一 葛城市立新庄北小学校　校長

〃 宇陀市・宇陀郡支部 田　淵　　泰　央 宇陀市教育委員会　教育長

〃 山辺郡支部 池　住　　寿　弘 山添村教育委員会　教育長

〃 生駒郡支部 上　田　　　　薫 平群町教育委員会　教育長

〃 磯城郡支部 大　泉　　志　保 三宅町教育委員会　教育長

〃 北葛城郡支部 今　津　　美由紀 広陵町医師会　会長

〃 東吉野支部 髙　井  　成　泰 下北山村立下北山小中学校　校長

〃 西吉野支部 中　井　　基　雄 十津川村教育委員会　教育長

〃 高等学校等支部 西　岡　　智　尋 奈良県立商業高等学校　教諭

幹事 奈良県教育委員会事務局 福　井　　靖　典 奈良県教育委員会事務局体育健康課 課長補佐

〃 奈良県教育委員会事務局 高　田　　大　介 奈良県教育委員会事務局体育健康課 課長補佐

〃 奈良県教育委員会事務局 北　口　　貴　之 体育健康課　健康教育係 係長

〃 奈良県教育委員会事務局 南　岡　　宏　樹 体育健康課　健康教育係

〃 奈良県教育委員会事務局 西　岡　　知　子 体育健康課　健康教育係

〃 奈良県教育委員会事務局 𠮷　中　　未　央 体育健康課　健康教育係

〃 奈良県教育委員会事務局 棚　橋　　恵　美 体育健康課　健康教育係

〃 奈良県教育委員会事務局 小　原　　　　聡 体育健康課　健康教育係

職員 奈良県教育委員会事務局 宮　井　　景　子 奈良県学校保健会職員



令和６年度奈良県学校保健会 第２回理事会・評議員会議事録 
 
 
１ 日  時  令和７年３月６日（木） １３時４５分～１４時３０分              
                   
２ 場  所  ホテル リガーレ春日野 「天平の間」 
 
３ 出 席 者 ・理事定数２２名、規約第１３条による必要出席者数１１名 
        出席者（９名） 
        委任状出席者（１３名） 
       ・監事定数 ２名 

出席者(２名) 
          
        以上理事出席２２名（うち委任状出席１３名） 
        監事出席２名 
 
       ・評議員定数３９名、規約第１３条による必要出席者数２０名 
        出席者（１０名） 
        委任状出席者（２９名） 
        以上３９名（うち委任状出席２９名） 
 
４ 議  事    第一号議案  令和７年度事業計画（案）について 
        第二号議案  令和７年度予算書（案）について 
        第三号議案  理事会・評議員会の開催方法（案）について 
 
５ 資  料    第一号議案  令和７年度奈良県学校保健会事業計画（案）について 
        第二号議案  令和７年度奈良県学校保健会予算書（案）について 
        第三号議案  理事会・評議員会の開催方法（案）について 
        その他 
        報告     「令和６年度奈良県学校保健会表彰」受賞者一覧 
                奈良県学校保健会表彰要項 
        連絡１    奈良県学校保健会補助金交付要綱 
                奈良県学校保健会事業補助の申請について 
         連絡２    「全国健康づくり推進学校表彰」事業について 
        名簿     奈良県学校保健会役員名簿 
 
６ 審議事項および内容 
 
      ・安東会長挨拶の後、議事については安東会長が議長となり議案の審議に入った。 
 
   ・第一号議案、令和７年度奈良県学校保健会事業計画（案）、第二号議案、令和７

年度奈良県学校保健会予算書（案）および第三号議案、理事会・評議員会の開催方
（案）の関連する事項につき併せて議事を進める。 

 
   ・第一号議案・第二号議案・第三号議案について事務局から提案。 
 
   ・議長がこれを諮ったところ、第一号議案・第二号議案・第三号議案とも異議なく

承認された。 
 
   ・議長はその他審議事項がないか議場に諮り他にないことを確認した。         
    以上ですべての議案の審議を終了したので議長は降壇。 
 
７ そ の 他 
    令和６年度奈良県学校保健会表彰の報告、奈良県学校保健会事業補助の申請、 
   全国健康づくり推進学校表彰事業についての説明を行った。        
                            
   以上で閉会した。                         



月 日 事　　　業　　　名 開　催　場　所

未定 水泳プール安全衛生管理講習会 奈良県立教育研究所(予定)

未定 学校口腔衛生巡回指導 未定

5 奈良県学校保健会第１回理事会・評議員会 リガーレ春日野

20 奈良県学校保健会養護教員部会研修会 奈良県橿原文化会館

17 第１回奈良県学校保健会研修会 奈良県立教育研究所(予定)

28～29 第７８回近畿養護教諭研究協議会 大阪府

31 第４７回近畿学校保健連絡協議会　 兵庫県神戸市

8 5～6 第２回全国学校給食・栄養教諭等研究協議大会 茨城県水戸市

10 16 第２回奈良県学校保健会研修会 奈良県立教育研究所(予定)

11 20～21 令和７年度全国学校保健・安全研究大会 神奈川県横浜市

未定 奈良県健康教育研究会研究大会（保健・安全・給食） 未定

中旬 奈良県学校保健会養護教員部会研修会 奈良県立教育研究所

未定 栄養教諭・学校栄養職員等スキルアップ研修会 奈良県立教育研究所

未定 奈良県高等学校等保健会研修会 リガーレ春日野(予定）

未定 奈良県高等学校等養護教育研究大会 奈良県立教育研究所(予定)

22 学校保健研修会（学校医・学校歯科医・学校薬剤師等） リガーレ春日野(予定）

29 第３回奈良県学校保健会研修会 奈良県立教育研究所(予定)

未定 奈良県学校保健主事研究大会 奈良県立教育研究所(予定)

未定 日本学校保健会事業報告会 東京都　オンデマンド開催(予定)

未定 奈良県養護教育研究大会 奈良県立教育研究所(予定)

5 奈良県学校保健会第２回理事会・評議員会 書面

未定 第４回奈良県学校保健会研修会 未定

備考 奈良県学校保健会支部別研修会 各　支　部

奈良県学校保健会会報発行 年　一　回

奈良県学校保健会表彰 年　一　回

2

3

令和７年度 奈良県学校保健会事業計画

5

6

7

12

1



（単位：千円）　　

令和６年度
予    算

令和７年度
予    算

増　　減 摘　　　　　　　　要

292 292 0 県費事業補助金

50 50 0 公益財団法人奈良県学校給食会

200 200 0
一般社団法人奈良県医師会
一般社団法人奈良県歯科医師会
一般社団法人奈良県薬剤師会

2,019 1,992 ▲ 27

幼稚園；１園375円、小・中学校；１人15円
高等学校；全日1人18円、定1人10円
特別支援学校；1人10円
国立高等専門学校１人18円

500 500 0
一般社団法人奈良県医師会
一般社団法人奈良県歯科医師会
一般社団法人奈良県薬剤師会

1 1 0 利息等

1,270 395 ▲ 875

4,332 3,430 ▲ 902

令和６年度
予    算

令和７年度
予    算

増　　減 摘　　　　　　　　要

  事  務  費 1,395 1,269 ▲ 126

890 813 ▲ 77 職員給料・交通費・保険料

110 60 ▲ 50 全国学校保健研究大会(神奈川県)
県内旅費

170 35 ▲ 135 事務用品

0 203 203 Zoomライセンス料・郵送料・振込手数料

100 26 ▲ 74 理事会・評議員会　

125 132 7 行政財産使用料・インターネット接続料
ホームページ料

2,937 2,161 ▲ 776

890 813 ▲ 77 職員給料・交通費・保険料

550 400 ▲ 150 研修会等講師謝金等

150 150 0 奈良県学校保健会研修会講師謝金等

150 55 ▲ 95
日本学校保健会事業報告会（東京都）
近畿学校保健連絡協議会（兵庫県）
奈良県学校保健会研修会講師旅費

260 125 ▲ 135 奈良県学校保健会研修会会場費
学校保健研修会会場費

480 198 ▲ 282 安全用品費、事務用品、奈良県学校保健会表彰

0 40 40 郵送料・振込手数料

400 380 ▲ 20 日本学校保健会搬出金（前年度学校基本調査による）
（団体負担２４万＋個人人数×1．2円）

57 0 ▲ 57

4,332 3,430 ▲ 902

令和７年度　奈良県学校保健会　予算書

（歳    入）

科　　 　目

補　助　金

助　成　金

負　担　金

会　　　 費

広　告　費

雑　収　入

繰　越　金

合　　　 計

（歳　 出）

科       目

給与手当

旅       費

需  用  費

役  務  費

会  議  費

使用料及び損料

  事  業  費

給与手当

補　助　金

謝　　　 金

旅　　　 費

会　場　費

需  用  費

役  務  費

負  担  金

予  備  費

  合       計



 

奈良県学校保健会規約 

 

（名称及び事務所） 

第１条 本会は、奈良県学校保健会と称し、事務所を奈良県教育委員会事務局体育健康課内に置く。 

（目 的） 

第２条 本会は、奈良県における学校健康教育の振興を図ることを目的とする。 

（事 業） 

第３条 本会は、前条の目的を達成するために次の事業を行う。 

（１）学校健康教育に関する各種大会、講習会、研修会、研究発表会等の開催 

（２）学校健康教育に関する調査、統計及び資料の作成 

（３）学校健康教育関係者の研修に対する助成 

（４）奈良県が行う学校健康教育に関する事業への参加及び後援 

（５）その他本会の目標達成に必要な事業 

（組 織） 

第４条 本会は、次に掲げる団体をもって組織する。 

（１）奈良県内の国・公・私立の幼稚園、認定こども園、小学校、中学校、義務教育学校、高等学校、

中等教育学校、特別支援学校及び国立高等専門学校 

（２）一般社団法人奈良県医師会、一般社団法人奈良県歯科医師会及び一般社団法人奈良県薬剤師会 

（３）前各号に掲げるもののほか、本会の目的に賛同する団体 

（支 部） 

第５条 本会に、次の支部を置く。 

（１）郡市別支部 

（２）高等学校等支部 

２ 支部の組織及び運営に関し必要な事項は、会長の承認を得て支部の長が別に定める。 

（部 会） 

第６条 本会に、理事会が必要と認めた場合には、部会を置くことができる。 

２ 部会の組織及び運営に関し必要な事項は、会長の承認を得て部会の長が別に定める。 

（役 員） 

第７条 本会に、次の役員を置く。 

（１）理事 ２２名（うち会長１名、副会長５名、常務理事１名） 

（２）監事 ２名 

（３）評議員 ３９名 

２ 役員は、次の方法により選任する。 

（１）会長、副会長及び常務理事は、理事の互選により選任する。 

（２）理事は、次の区分により選任された者をもって充てる。 



 

ア 奈良県幼稚園長会、奈良県小学校長会、奈良県中学校長会及び奈良県高等学校長協会ごとに 

それぞれを代表する者  各１名 

イ 一般社団法人奈良県医師会、一般社団法人奈良県歯科医師会及び一般社団法人奈良県薬剤師会

ごとにそれぞれを代表する者  各２名 

ウ 奈良県健康教育研究会、奈良県学校保健主事会、奈良県養護教育研究会、奈良県高等学校等 

養護教育研究会、奈良県安全教育研究協議会、奈良県学校給食指導研究会、奈良県学校給食栄 

養研究会及び奈良県ＰＴＡ協議会ごとにそれぞれを代表する者  各１名 

  エ 奈良県教育委員会事務局、奈良県都市教育長協議会、奈良県町村教育長会及び奈良県保健所 

長会ごとにそれぞれを代表する者  各１名 

（３）監事は、評議員会の推薦により会長が委嘱する。 

（４）評議員は、次の区分により選任された者をもって充てる。 

  ア 奈良県幼稚園長会、奈良県小学校長会、奈良県中学校長会及び奈良県高等学校長協会ごと 

にそれぞれを代表する者  各２名 

  イ 一般社団法人奈良県医師会、一般社団法人奈良県歯科医師会及び一般社団法人奈良県薬剤師

会ごとにそれぞれを代表する者  各２名 

  ウ 奈良県学校保健主事会、奈良県高等学校等保健主事会、奈良県養護教育研究会、奈良県高 

等学校等養護教育研究会、奈良県学校給食栄養研究会及び奈良県ＰＴＡ協議会ごとにそれぞ 

れを代表する者  各１名 

  エ 郡市別支部ごとにそれぞれを代表する者 各１名 

  オ 高等学校等支部を代表する者 １名 

（５）理事、監事及び評議員は、互いに兼ねることができない。 

（職 務） 

第８条 役員の職務は、次のとおりとする。 

（１）会長は、本会を代表し、会務を統括し、会議を主宰する。 

（２）副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときはこれを代理する。 

（３）理事は、理事会を組織し、本会の運営に当たる。 

（４）常務理事は、常務を処理する。 

（５）監事は、本会の会計を監査する。 

（６）評議員は、評議員会を組織し、本会の重要事項を審議する。 

（専決事項） 

第９条 常務理事は、次の事項について専決することができる。 

（１）収入及び支出を命じること。 

（２）事務職員の勤務に関すること。 

（３）その他軽易な承認に関すること。 



 

（任 期） 

第１０条 役員の任期は、２年とする。ただし、再任は妨げない。 

２ 補欠により選任された役員の任期は、前任者の残任期間とする。 

（顧 問） 

第１１条 本会に、顧問を置くことができる。 

２ 顧問は、理事会の推薦により会長が委嘱する。 

３ 顧問の任期については、前条の規定を準用する。 

（会 議） 

第１２条 会議は、理事会及び評議員会とする。 

２ 理事会は、毎年１回以上必要に応じて会長が招集し、次の事項を審議する。 

（１）評議員会に提案すべき事項 

（２）評議員会から委任された事項 

（３）その他会長が必要と認めた事項 

３ 評議員会は、毎年１回以上必要に応じて会長が招集し、次の事項を審議する。 

（１）事業計画及び予算並びに決算に関する事項 

（２）その他重要な事項 

（会議の定足数及び議決） 

第１３条 理事会及び評議員会は、理事現在数及び評議員現在数の各々２分の１以上出席しなけれ

ば開会することができない。ただし、当該議事につき委任状をもってあらかじめ意思を表示した

者は出席とみなす。 

２ 理事会及び評議員会の議事は、出席者の過半数をもって決し、可否同数のときは、会長の決す 

るところによる。 

３ 理事会及び評議員会を開催する暇がないとき、表決は書面をもってすることができる。 

（会 計） 

第１４条 本会の経費は、会費、補助金、寄付金その他の収入をもって充てる。 

２ 会費に関し必要な事項は、別に定める。 

３ 会計に関し必要な事項は別に定める。 

（幹 事） 

第１５条 本会に、幹事を置く。 

２ 幹事は、会長が委嘱する。 

３ 幹事は、会長の命を受け本会の事務をつかさどる。 

（職 員） 

第１６条 本会に事務職員を置く。 

２ 事務職員の任免は、会長が行う。 

３ 事務職員は、上司の命を受け本会の事務に従事する。 

 



 

（規約改正） 

第１７条 この規約は、理事会及び評議員会において理事現在数及び評議員現在数の３分の２以上の 

 同意を得なければ改正することができない。 

（委 任） 

第１８条 この規約の施行について必要な事項は、会長が理事会及び評議員会の議決を経て別に定め 

 ることができる。 

附 則 

１ この規約は、昭和４１年４月１日から施行する。 

２ 奈良県学校保健会規約（昭和２９年９月２８日施行）は、廃止する。 

３ この規約による役員が就任するまでの期間は、旧規約により就任している役員がこの規約によ 

る役員の職務を行うものとする。 

附 則 

この規約は、昭和５８年４月１日から施行する。 

附 則 

この規約は、平成４年４月１日から施行する。 

附 則 

この規約は、平成１８年４月１日から施行する。 

附 則 

この規約は、平成２４年４月１日から施行する。 

附 則 

この規約は、平成２６年４月１日から施行する。 

附 則 

この規約は、平成２９年４月１日から施行する。 

附 則 

この規約は、令和３年４月１日から施行する。 

附 則 

この規約は、令和４年４月１日から施行する。 

附 則 

この規約は、令和６年４月１日から施行する。 

 



 

令和６年度 第１回奈良県学校保健会研修会 

 

１ 目 的 

 子どもの心身の健康を守り、学校全体で充実した学校保健の取組を進めるため、糖

尿病をはじめとする小児内分泌疾患等についての知識や学校における対応について学

ぶことを目的として、奈良県学校保健会規約第３条（１）に基づき、研修会を開催す

る。 

 

２ 主 催 

   奈良県学校保健会・奈良県教育委員会 

 

３ 期 日 

令和６年７月３０日（火） 

       

４ 会 場 

ホテルリガーレ春日野 飛鳥の間 

奈良市法蓮町７５７－２ 

 

５ 参加対象者 

教職員、市町村教育委員会関係者、学校保健関係者、県内学校（園）の学校医、学校 

歯科医、学校薬剤師及びＰＴＡ関係者 

 

６ 日 程 

１３：４０～１４：００ 受  付 

   １４：００～１４：１５ 開会行事 

１４：１５～１６：１５ 講  演 

   １６：１５～１６：２５ 質疑応答 

１６：２５～１６：３０ 閉会行事 

 

７ 内 容 

      演  題  「糖尿病をはじめとする小児内分泌疾患等の理解と対応について」         

 

      講  師  奈良県福祉医療部 地域医療連携課    参事 本木 隆規 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教職員が不安に感じている「学校におけるグルカゴン点鼻粉末材（バクスミー

® ）の投与」について、糖尿病の基本的知識から投与による効果や副作用等について

詳しく御講義いただいた。 

また、成長障害や思春期早発症、摂食障害、生活習慣病などの内分泌疾患について

も分かりやすく御講義いただき、各疾患を理解するとともに、落ちついて対応ができ

る一助となった。 

 



 
 

令和６年度 第２回奈良県学校保健会研修会 

 

１ 目 的 

 子どもの心身の健康を守り、学校全体で充実した学校保健の取組を円滑に進めるた

め、学校教育活動における様々なリスクや適切な対応について学ぶことを目的として、

奈良県学校保健会規約第３条（１）に基づき、研修会を開催する。 

 

２ 主 催 

   奈良県学校保健会・奈良県教育委員会 

 

３ 期 日 

令和６年１０月２２日（火） 

       

４ 会 場 

奈良県立教育研究所 大講座室 

奈良県磯城郡田原本町大字秦庄２２－１ 

 

５ 参加対象者 

教職員、市町村教育委員会関係者、学校保健関係者、県内学校（園）の学校医、学校 

歯科医、学校薬剤師及びＰＴＡ関係者 

 

６ 日 程 

１３：４０～１４：００ 受  付 

   １４：００～１４：１５ 開会行事  

１４：１５～１５：４５ 講  演 

   １５：４５～１６：００ 質疑応答 

１６：００～１６：１５ 閉会行事 

 

７ 内 容 

      演  題   「学校教育活動における事故発生に関する法的責任の観点からの防止

策や対応方法について」                                    

 

      講  師  弁護士法人やまと法律事務所 弁護士 幸田 直樹 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近年の学校教育活動では、自然災害や食物ルギー等に関わって緊急時の対応が求められる場

面が多くある。教職員は日々不安を抱えながら勤務している状況も見受けられる。そこで、初

期対応のポイント等について法的な責任の観点を交えて講演をいただいた。日頃直接接する機

会が少ない、弁護士の立場から重要なポイントをご教示いただくことができ、大変有意義な研

修会となった。参加者からは、必要な知識を事前に理解することにより、日々の業務への不安

を和らげることができたと好評が寄せられた。 



 

令和６年度 第３回奈良県学校保健会研修会 

１ 目 的 

 子どもの心身の健康を守り、学校全体で充実した学校保健の取組を進めるため、ア

レルギー疾患の正しい知識と適切な対応の習得を目的として、奈良県学校保健会規約

第３条（１）に基づき、研修会を開催する。 

 

２ 主 催 

   奈良県学校保健会・奈良県教育委員会 

 

３ 期 日 

令和７年１月３０日（木） 

       

４ 会 場 

奈良県教育研究所 大講座室    奈良県磯城郡田原本町秦庄２２－１ 

  

５ 参加対象者 

教職員、市町村教育委員会関係者、学校保健関係者、県内学校（園）の学校医、学校 

歯科医、学校薬剤師及びＰＴＡ関係者 

 

６ 日 程 

１３：３０～１４：００ 受  付   １４：００～１４：１５ 開会行事   

１４：１５～１４：３０ 説  明 

「学校におけるアレルギー対応の状況と事故の発生状況について」 

             奈良県教育委員会事務局体育健康課 指導主事 𠮷中 未央 

１４：３０～１５：４０ 講演 １ 

   「事例から学ぶ食物アレルギーへの対応のしかた」 

     講 師  なんぶ小児科アレルギー科 院長 南部 光彦 氏 

 

１５：４０～１６：１０ 講演 ２  

   「やってみて初めて見える食物アレルギー緊急時対応の問題点 

 ～シミュレーション研修を通して～」 

講 師  藍の都脳神経外科病院 薬剤部部長  

小児アレルギーエデュケーター      中川 博之 氏 

 

１６：１０～１６：２５ 質疑応答    １６：２５～１６：３０ 閉会行事 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食物アレルギーの発症機序や原因となる食物、症状など食物アレルギーの基本的な理解を深め、

学校における管理や対応について学んだ。また県内の事例について検討し、誤食の再発防止に向け

て普段から各学校で留意すべき内容や緊急時の対応について講義を受けた。 

 食物アレルギー緊急時対応の問題点について考え、各学校で、シミュレーション研修等を通して、

校内体制や対応方法を見直し、ブラッシュアップしていくことの重要性について学んだ。質疑応答

では、受講者から実際の現場での疑問点が出され、その対応方法や、解決策について広く情報共有

することができた。子どもたちが安心安全に学校生活を過ごすために、学校におけるアレルギー対

応の徹底や継続した研修の重要性を学ぶ機会となった。 



 

令和６年度 第４回奈良県学校保健会研修会 

１ 目 的 

 子どもの心身の健康を守るため、学校全体で充実した学校保健の取組を進めるとと

もに、実効的・実践的な防災教育と、学校と地域・関係機関等との連携・協働による

防災体制等の構築や整備について学ぶことを目的とし、奈良県学校保健会規約第３条

（１）に基づき、研修会を開催する。 

 

２ 主 催 

   奈良県学校保健会・奈良県教育委員会 

 

３ 期 日 

令和７年３月６日（木） 

 

４ 会 場 

ホテル リガーレ春日野   飛鳥の間    奈良市法蓮町７５７－２ 

 

５ 参加対象者 

教職員、市町村教育委員会関係者、学校保健関係者、県内学校（園）の学校医、学校歯

科医、学校薬剤師及びＰＴＡ関係者 

 

６ 日 程                   

１４：３０～１４：４５ 受  付     １５：００～１５：１０ 開会行事    

１４：４５～１５：００ 表  彰     １５：１０～１６：３０ 講  演 

                     １６：３０～１６：４０ 質疑応答 

７ 内 容 

      演 題  「実効的・実践的な防災教育と防災組織体制の構築や整備について」      

講 師  震災・学校支援チーム（EARTH）員  片山 健介 氏  高脇 麻希 氏 

    

 災害発生時に学校再開を支援するための教職員による支援チームである「EARTH」は、多くの災害発生時

に実際に現地で様々な支援活動を実施してこられた。それらの経験等を踏まえ、学校における実効的・実践的

な防災教育として、「知識・技術・心」を育むことを「防災教育の３原則」として掲げ、発達段階に応じた防

災教育を行い、災害について「正しく知り」「正しく備える」こと、つまり、災害（発生）を「我が事化」で

きる防災教育が重要であることをお話いただいた。また、兵庫県内の中学校で実際に実施されている実効的・

実践的な防災教育についての具体例や、発災時の「心のケア」並びに平時のストレスマネジメントの在り方に

ついてもお話いただいた。 

 そして、これらの教育や訓練、活動を行う際には、地域や専門機関等と連携して実施すること、学校、地域、

専門機関等で災害時におけるそれぞれの役割確認や意見交換を日常的に行うなど、連携・協働体制の構築・充

実を図ることが重要であることもお話いただいた。本県における実効的・実践的な防災教育と防災組織体制の

構築や整備の在り方等について貴重な御示唆をいただき、学びや気づきの多い研修となった。 



実施日 支部・団体名 事　　　業　　　名 開　催　場　所 参加人数 講師名 内　　　　　容

1 ７月３０日 奈良県学校保健会 令和６年度第１回奈良県学校保健会研修会 ホテルリガーレ春日野 ９０人
奈良県福祉医療部　地域医療連携課
参事　本木　隆規　氏

「糖尿病をはじめとする小児内分泌疾患等の理解と対応
について」

2 ７月３１日 奈良県学校保健会香芝市支部 香芝市学校保健会研修会 香芝市役所　会議棟第６会議室 ３２人

地球ほめ笑い企画プロデューサー・ラーフヨガティー
チャー
初宮　アイラ　氏
櫻井　珠喜　氏

「ほめられるって　うれしいな」
～自分を認め、互いに認め合うことで見える世界が変わ
る～

3 ７月３１日 奈良県学校保健会生駒市支部 生駒市学校保健研修会 生駒市コミュニティセンター ４２人
えがおのこども　しもたけクリニック
院長　下竹　敦哉　氏

「起立性調節障害とこどもの居場所」

4 ８月２日 奈良県学校保健会高等学校等支部 令和６年度救急法実技講習会
奈良県立橿原公苑第一体育館
会議室及び第３トレーニング室

４６人
日本赤十字社奈良県支部
代表講師　新子　千夏　氏

救急法の講義
AEDを使用した救命救急法の実技

5 ８月２日 奈良県学校保健会　橿原・高市郡支部
奈良県学校保健会　橿原・高市郡支部　学校保健会研
修会

かしはら万葉ホール４F研修室２ ５４人
辻本内科メンタルクリニック
院長　辻本　博一　先生

「ストレスマネジメント」

6 ８月５日 奈良県学校保健会東吉野支部
吉野郡（東）学校保健主事会・郡（東）養護部会、並
びに
郡（東）内幼稚園・こども園教員の合同研修会

川上村立かわかみ源流学園（本部
役員のみ参集）
郡内　各幼稚園・こども園・義務
教育諸学校（オンライン）

２４人
富山大学学術研究部人文科学系
講師　飯島　有哉　先生

「子供の自傷行為をどう理解し向き合うのか」
　　～子どもの健やかな成長を促す接し方～

7 ８月２０日 奈良県学校保健会天理市支部 天理市養護教育研究会　夏期実技講習会 天理市立前栽小学校　多目的室 １７人 白濱医院　白濱　彰彦　先生 事例から考える応急手当について

8 ８月２２日 奈良県学校保健会桜井市支部 奈良県学校保健会桜井支部研修会
桜井市中央公民館　２階　大会議
室

４０人
思春期保健相談士・日本思春期学会性教育認定講師
中谷　奈央子　氏

「知っておきたい・伝えたい　心と体を守る性の話」

9 ８月２３日 奈良県学校保健会大和高田市支部 大和高田市保健教育定例研修会 大和高田市役所 ９人 臨床心理士　岩佐　南実　先生 保健室来室児童生徒の見立て

10 ８月２７日 奈良県学校保健会磯城郡支部 令和６年度奈良県学校保健会磯城郡支部研修会 三宅町文化ホール ２８人
畿央大学　現代教育学科教授
畿央大学大学院　教育学研究科教授
髙田　恵美子　氏

メディアが子どもへ与える影響を考える

11
１０月１８
日～１１月

１５日
奈良県高等学校等養護教育研究会 令和６年度奈良県高等学校等養護教育研究会研修会 期間限定の動画等の配信 ８３人

奈良教育大学　教授　笠次　良爾　氏

女子栄養大学　教授　大沼　久美子　氏

奈良県教育委員会体育健康課　指導主事　西岡　知子　氏

「ストレートネック（スマホ首）の原因と対応」

「これからの養護教諭に求められる資質・能力－多様
化・複雑化をふまえて－」

「学校保健の現状と課題」

12
１０月２２

日
奈良県学校保健会 令和６年度第２回奈良県学校保健会研修会 県立教育研究所 １０８人

弁護士法人やまと法律事務所
弁護士　幸田　直樹　氏

「学校教育活動における事故発生に関する法的責任の観
点からの防止策や対応方法について」

13
１０月２８

日
奈良県学校保健会天理市支部 天理市保健主事・養護教諭　合同研修会 天理市役所　５３３会議室 ２３人 ジョイビジョン京田辺　髙橋　絵理子　先生

ビジョンドレーニング
～子どもたちの「見る力」を育む取組みについて～

14
１１月２５

日
奈良県学校保健会宇陀市・宇陀郡支部 宇陀市・宇陀郡養護教育研究会　合同学習会 宇陀市役所２階　２１２会議室 １１人

ブリザードフラワーサロンHANARA―ハナラ―主催
ＦＥＪ認定講師　中野　真弓　氏

フラワーアレンジメント作品づくり

令和６年度奈良県学校保健会研修等事業報告



実施日 支部・団体名 事　　　業　　　名 開　催　場　所 参加人数 講師名 内　　　　　容

15
１２月２日
～１月３１

日
奈良県健康教育研究会

令和６年度奈良県健康教育(保健・安全・給食)研究大
会

記念講演のみのオンデマンド配信 ２０２人

小児アレルギーエデュケーター
アレルギー疾患療養指導士　看護師　中谷　久美子　氏

監修　小児アレルギーエデュケーター
薬剤師　中川　博之　氏

記念講演（オンデマンド配信）
演題「食物アレルギー緊急時対応」

16 １２月５日 奈良県学校保健会大和高田市支部 大和高田市保健教育定例研修会 大和高田市役所 １４人
奈良県大和高田市青少年センター相談員
臨床心理士・公認心理士　川口　優子　氏

生命の安全教育

17
１２月１３

日
奈良県学校給食栄養研究会 令和６年度　栄養教諭等スキルアップ研修会 県立教育研究所 １０８人

神奈川工科大学健康医療科学部管理栄養学科
教授　饗場　直美　氏

「学校全体で取り組む学校給食を活用した食育の意義」

18 １月１７日 奈良県高等学校等保健主事会
令和６年度奈良県高等学校等保健主事・養護教諭合同
研修会

ホテルリガーレ春日野　飛鳥の間 ３３人
（一財）児童虐待防止機構オレンジＣＡＰＯ（カポ）
　理事長　島田　妙子　氏

「子どもたちの笑顔を守るために私たちにできること
　　　　　～自ら守り、自ら育てる心の健康～」

19 １月１７日 奈良県学校保健会奈良市支部 奈良市学校保健会研修会
奈良市はぐくみセンター
（後日、アーカイブ配信）

一般社団法人　ソーシャルメディア研究会チーフ技術指導
員
竹内　義博（たけうち　よしひろ）先生

「ネット依存対策について」

20 １月３０日 奈良県学校保健会 令和６年度第３回奈良県学校保健会研修会 県立教育研究所 １４５人

なんぶ小児科アレルギー科　院長　南部　光彦　氏

藍の都脳神経外科病院　薬剤部部長　
小児アレルギーエデュケーター      中川　博之　氏

奈良県教育委員会事務局体育健康課　指導主事　𠮷中　未央　氏

「事例から学ぶ食物アレルギーへの対応のしかた」

「やってみて初めて見える食物アレルギー緊急時対応の問題点
 ～シミュレーション研修を通して～」

「学校におけるアレルギー対応の状況と事故の発生状況について」

21 ２月４日 奈良県学校保健主事会 令和６年度第５０回奈良県学校保健主事研究大会 県立教育研究所 ９０人
日本教育シューズ協議会　
理事長　早川　家正　氏

『足元から考える　健康づくり』～足計測などの体験を
通して～

22 ２月１７日 奈良県学校保健会葛城市支部 令和６年度奈良県学校保健会　葛城市支部講演会 當麻文化会館　大研修室 ２０人
畿央大学教育学部現代教育学科
教　授　　髙田　恵美子　氏

『児童生徒の心身の健康問題とその対応～～』

23 ２月２１日 奈良県養護教育研究会 令和６年度　奈良県養護教育研究大会 県立教育研究所 ２５７人
天理大学人文学部心理学科　教授　金山元春　氏

養護教諭インフルエンサー　niko（にこ）氏

「チーム学校における養護教諭の役割－みんなが元気に
なる解決志向アプローチ－」

「養護教諭のためのICT研修」

24 ３月６日 奈良県学校保健会 令和６年度第４回奈良県学校保健会研修会 ホテルリガーレ春日野 ５４人 震災・学校支援チーム（EARTH）員
「実効的・実践的な防災教育と防災組織体制の構築や整
備について」



研修会等事業完了報告書 

 

                      奈良県学校保健会   

 

 

研修会名 

 

 

 令和６年度第１回奈良県学校保健会研修会 

 

 

実施期日 

 

 

 令和６年７月３０日（火） 

 

場  所 

 

 

  ホテルリガーレ春日野 

 

 

参加人数 

 

 

  ９０人 

 

 

事業目的 

 

 

 子どもの心身の健康を守り、学校全体で充実した学校保健の取組

を進めるため、糖尿病をはじめとする小児内分泌疾患等についての

知識や学校における対応について学ぶことを目的として、奈良県学

校保健会規約第３条（１）に基づき、研修会を開催する。 

 

 

参加対象者 

 

 

 教職員、市町村教育委員会関係者、学校保健関係者 

 県内学校(園)の学校医、学校歯科医、学校薬剤師及びＰＴＡ関係者 

 

 

事業概要 

 

 

演 題 

「糖尿病をはじめとする小児内分泌疾患等の理解と対応について」 

 

講 師 

奈良県福祉医療部 地域医療連携課 参事 本木 隆規 氏 

 

学校教職員が不安に感じている「学校におけるグルカゴン点鼻粉末

材（バクスミー® ）の投与」について、糖尿病の基本的知識から投与

による効果や副作用等について詳しく御講義いただいた。 

また、成長障害や思春期早発症、摂食障害、生活習慣病などの内分

泌疾患についても分かりやすく御講義いただき、各疾患を理解すると

ともに、落ちついて対応ができる一助となった。 

 

 





参考５ 

研  修  会  等  事  業  報  告  書 

  

支部名（奈良県学校保健会生駒市支部） 

 

事 業 名 

        生駒市学校保健研修会 

 

実施期日 

        令和６年７月３１日（水） 

 

場  所 

        生駒市コミュニティーセンター 

 

参加人数 

        ４2名 

 

事業目的 

         「起立性調節障害」について理解を深め、具体的な支援の方法を知る。 

 

事業概要 

 

演題  「起立性調節障害とこどもの居場所」 

         

講師   えがおのこども しもたけクリニック 院長 下竹 敦哉 氏 

 

事業の反省・評価 

近年、増え続ける不登校の児童生徒、その中の約４０％が「起立性調節障害」だと言われている。推

定患者数は国内で約100万人となり、今や教育界でも着目すべき病気である。しかし、学校現場にお

いて、「起立性調節障害」への理解は、まだ充分であるとは言えない。まず、この病気についての理解

を深め、さらに学校内での具体的な支援につなげることができるように、この研修会を開催した。 

病気の診断方法や診断基準、種類、また症状から程度別に分類できること、その程度により、学校

生活への参加する際の配慮事項などを詳細に教えていただいた。 

そして、「居場所づくり」(ありのままで、安心して過ごせる環境づくり)が最も重要である、居場所が

沢山あることで自己肯定感が高まり、早く回復する傾向があることも、ご教示いただいた。 

共感的な対応と適切な支援が学校体制としてできるように、今回は養護教諭だけでなく、一般の教

員も参加しての拡大研修とした。病気についての専門知識習得と具体的な支援の方法について研修

することができ、大変深い学びとなった。  

 



参考５ 

研  修  会  等  事  業  報  告  書 

  

支部名 奈良県学校保健会高等学校等支部 

 

事 業 名 

           令和６年度救急法実技講習会 

 

実施期日 

  令和6年8月2日（金）９：００～１７：００ 

 

場  所 

奈良県立橿原公苑第一体育館会議室 

           〃       第3トレーニング室 

参加人数 

  ４６人（内 受講者３７人） 

 

事業目的 

 生徒保健委員及び運動部のリーダー的立場にある代表者に、救急法の実技を習得させる

ことにより代表者の資質向上を図り、あわせて各学校における生徒保健委員会活動の活性

化及び運動部の安全対策を図る。 

 

事業概要 

午前中は救急法の講義を行い、午後からはＡＥＤを使った救命救急法の実技を行った。 

         

        代表講師   新子千夏 氏（日本赤十字社奈良県支部） 

 

事業の反省・評価 

 昨年度は４年ぶりに開催したが、感染予防に配慮して、日赤より上限３０名という依頼

があり人数制限を設けた。今年度はその制限がなくなり、さらにこれまでと日程を変更し

て実施した。以前の日程では引率教員の確保が難しく、参加を見合わせるケースがあった

が、今年度はその問題が払拭されたため参加者を大幅に増やすことができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





別紙様式２ 

参考５ 

研  修  会  等  事  業  報  告  書 

  

支部名  奈良県学校保健会東吉野支部 

 

事 業 名 

吉野郡（東）学校保健主事会・郡（東）養護部会、 

並びに郡（東）内幼稚園・こども園教員の合同研修会 

 

実施期日 

       令和６年８月５日（月） 

 

場  所 

     川上村立かわかみ源流学園（本部役員のみ参集） 

     郡内 各幼稚園・こども園・義務教育諸学校（オンライン） 

参加人数 

     ２４名 

 

事業目的 

     研究主題「生涯にわたって心身の健康を志向し、主体的に活動できる児童生徒

の育成」に沿って、生き辛さを抱えた子どもたちとの向き合い方を学び、日々の現

場での実践に資することを目的とする。 

 

事業概要 

 

 演題 「子供の自傷行為をどう理解し向き合うのか」 

     ～子どもの健やかな成長を促す接し方～ 

 

 講師  富山大学学術研究部人文科学系 講師 飯島 有哉 先生 

 

 

事業の反省・評価 

 

  自傷行為専門の研究者にご講演いただくことで、自傷行為に対する理解を深め、自傷

者支援は自殺予防であることを学べた。支援の軸は、所属感と貢献感を育み、いざとい

う時の安全を確保することである。また、褒める関わりが適応行動増加につながること

も学べた。現場では多くの子どもたちの様々な不適応行動が見られ、先生方には日々の

対応にご苦労いただいている。この研修での学びは、現場の課題解決と子どもたちのよ

り良い成長に生かされるものと考える。 

 









参考５ 

研  修  会  等  事  業  報  告  書 

  

奈良県学校保健会磯城郡支部 

 

事 業 名  奈良県学校保健会磯城郡支部研修会 

実施期日  令和６年８月２７日（火）１４時００分～１５時３０分 

場  所  三宅町文化ホール（磯城郡三宅町伴堂６８９番地） 

参加人数  ２８人（磯城郡内教育委員及び教育委員会事務局職員、学校(園)管理職・

養護教諭・保健主事・教職員） 

事業目的  学校保健に関わる今日的な課題について研修し、教職員及び 

      教育関係者の専門的な資質の向上を図る。 

事業概要   生まれたときからソーシャルメディアに囲まれて育っている子どもたち

とメディアとの関わり方、メディアリテラシーなどの子どもたちに必要とな

る能力、メディアが子どもたちに与える影響などについて、教育委員会及び

学校（園）での理解の向上を図る。 

 

演  題   メディアが子どもへ与える影響を考える 

 

講   師   畿央大学 現代教育学科教授 

畿央大学大学院 教育学研究科教授  

髙田 恵美子 氏 

 

事業の反省・評価 

 生まれたときからソーシャルメディアに囲まれて育っている子どもた

ちとメディアとの関わり方についての現状を理解するとともに、メディア

が子どもたちに与える影響を考える機会として本研修を開催することと

なった。講師より様々な調査などのデータに基づく子どもの現状を整

理してもらった。データによると、スマホの使用年齢が低下し、使用

開始年齢が早いほど、長時間使用する傾向にあることや小・中学生男

子の課金経験は４割から５割以上であるといった、子どもをとりまく

メディアの現状について整理することができた。 

そして、メディアリテラシー教育を学校教育に取り入れていくことな

ど、具体的な方策について他府県での取組事例からも学ぶことができ

た。 

 





研修会等事業完了報告書 

 

                  奈良県学校保健会   

 

 

研修会名 

 

 

 令和６年度第２回奈良県学校保健会研修会 

 

 

実施期日 

 

 

 令和６年１０月２２日（火） 

 

 

場  所 

 

 

  奈良県立教育研究所 

 

 

参加人数 

 

 

  １０８人 

 

 

事業目的 

 

 

 

 

  

 子どもの心身の健康を守り、学校全体で充実した学校保健の取組

を円滑に進めるため、学校教育活動における様々なリスクや適切な

対応について学ぶことを目的として、奈良県学校保健会規約第３条

（１）に基づき、研修会を開催する。 

 

参加対象者 

 

 

 

 教職員、市町村教育委員会関係者、学校保健関係者 

 県内学校(園)の学校医、学校歯科医、学校薬剤師及びＰＴＡ関係者 

 

  

 事業概要 

 

 

 

 

 

 

演 題 「学校教育活動における事故発生に関する法的責任の観点

からの防止策や対応方法について」 

 

講 師 弁護士法人やまと法律事務所  弁護士 幸田 直樹 氏 

 

 近年の学校教育活動では、自然災害や食物アレルギー等に関わって

緊急時の対応が求められる場面が多くある。教職員は日々不安を抱え

ながら勤務している状況も見受けられる。そこで、初期対応のポイン

ト等について法的な責任の観点を交えて講演をいただいた。日頃直接

接する機会が少ない、弁護士の立場から重要なポイントをご教示いた

だくことができ、大変有意義な研修会となった。参加者からは、必要

な知識を事前に理解することにより、日々の業務への不安を和らげる

ことができたと好評が寄せられた。 

   

    

 

 







参考５ 

研  修  会  等  事  業  報  告  書 

  

奈良県健康教育研究会 

 

事 業 名 

令和６年度 奈良県健康教育研究大会 

 

実施期日 

     令和６年 １２月２日（月） ～ 令和７年１月３１日（金） 

   

 

場  所 

    記念講演のみのオンデマンド配信 （Google Workspace for Education） 

 

参加人数 

     奈良県内の教職員（幼・小・中）、学校栄養職員、調理従事者等 

     ２０２名 

 

事業目的 

 心身共に健康な幼児・児童・生徒を育成するため、学校保健・学校安全・学校給食等の

研究実践の交流と当面の諸課題について研究討議し、本県健康教育の進展を図る。 

 

 

事業概要 

昨年度に引き続き、奈良県健康教育研究大会を、記念講演のみオンデマンドで配信し、

各部会からの研究発表は、奈良県健康教育研究会研究紀要での誌上発表とした。 

 

        ◎記念講演  （オンデマンド配信） 

       演題 「食物アレルギー緊急時対応」 

             

            講師 小児アレルギーエデュケーター アレルギー疾患療養指導士  

          看護師   中谷 久美子 氏  

        監修 小児アレルギーエデュケーター 

           薬剤師   中川 博之 氏  

 

        ◎研究発表 （誌上発表） 

              保健部会 ・・・ ２本 

              安全部会 ・・・ ５本 

              給食部会 ・・・ ２本 

 



 事業の反省・評価 

 

・昨年度に引き続き、参集型の研究大会ではなく、オンデマンドで記念講演 

 を配信した。冬休みをはさむ約２ヶ月の配信期間を設け、広く周知したこ 

とにより、多くの教員が視聴し、高評価を得ることができた。事後アンケ 

ートで「研究大会への参加目的は達成されたか」の問いには「はい」が 

100％であった。 

 昨今は、食についての関心も高く、特に子ども達の命に係わる食物アレルギー 

対応は大変重要なテーマであり、誰もがしっかりとした知識や実践方法を学ぶ 

必要がある。今回の研修動画では、食物アレルギーについての基礎的な知識か 

ら実践方法そして、緊急対応まで多岐にわたった内容が分かりやすく丁寧に解 

説され、すぐに実践につなげられるものであった。毎年繰り返し受けたいとい 

う声も多くあった。 

 

・今年度も、保健部会、安全部会、給食部会より貴重な研究報告を研究紀要に掲載

することができた。また、県教育委員会の体育健康課課長には刊行に寄せてお言

葉をいただき、同課指導主事からもご講評をいただき、掲載している。これらの

貴重な研究報告が、各学校の教員に回覧され、共有されることを願う。 

 

・子どもたち一人一人の心身共に健やかな成長のために、食物アレルギーについてだ

けでなく、防災教育や保健教育など、私たちがこれからの子どもたちに伝えなけ

ればならないことがたくさんあると感じた。正しい知識をもって、正しい判断と

行動ができる子どもたちを育てなければならない。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 





参考５ 

研  修  会  等  事  業  報  告  書 

  

団体名  奈良県学校給食栄養研究会 

 

事 業 名  令和６年度 栄養教諭等スキルアップ研修会 

      

 

実施期日  令和６年１２月１３日（金） 

 

 

場  所  県立教育研究所 

 

 

参加人数  １０８名 

 

 

事業目的 

   学校における食育の推進を図るとともに安全な学校給食の実施を目指し、食育の推

進と給食管理の中心的な役割を担う栄養教諭等の資質の向上を目的とする 

   

事業概要   

    

 講演  「学校全体で取り組む学校給食を活用した食育の意義」 

       神奈川工科大学健康医療科学部管理栄養学科 教授 饗場直美 氏 

 

事業の反省・評価 

 学校給食は、基本的には学校給食実施基準に基づく献立作成が求められるが、現在

適用されている基準では、食塩相当量の基準値が大変低く設定されている。日常生活

で薄味に慣れていない児童生徒からは時折厳しい意見が寄せられることもあり、そう

した場面で、栄養教諭等が的確な説明ができるよう饗場氏にエビデンスに基づく講演

を依頼した。 

 児童生徒の将来の健康につながる学校給食の在り方と食育の重要性について研究結

果のデータを交え説得力のある説明をしていただいた。 

 参加者からは即現場で活用できる内容であり、自分たちの日々の業務に自信をもっ

て取り組める後押しをしていただけたとの感想が多く寄せられた。 

        

 

   



参考５                   

研  修  会  等  事  業  報  告  書 

 

支部名 奈良県高等学校等保健主事会 

 

事業名 

      令和６年度奈良県高等学校等保健主事・養護教諭合同研修会 

 

実施期日 

      令和７年１月１７日（金） 

 

場 所    

      ホテルリガーレ春日野 飛鳥の間 

参加人数   

      ３３名 

事業目的 

    学校の保健活動の中心的立場にある保健主事・養護教諭が健康を取り巻く今日 

的課題について研修を深め、資質の向上を図るとともに、学校現場での保健安全 

指導の充実を期す。 

 

事業概要 

 演題 「子どもたちの笑顔を守るために私たちにできること 

~自ら守り、自ら育てる心の健康~」 

 講師 一般財団法人 児童虐待防止機構オレンジ CAPO（カポ）  

理事長 島 田 妙 子 氏 

 概要 

    講師自身が受けた親からの虐待の経験を交えて、自己肯定感の高め方、 

アンガーマネジメントなど幅広いテーマで講義していただいた。 

 

事業の反省・評価 

      例年に比べて、参加者数が少なかった。特に、保健主事の出席者が少なく、 

   講演内容が良かっただけに残念だった。養護教諭の先生方も、この時期他にも 

研修会が入っており、開催日程の調整が難しいと感じた。 

 



参考５ 

研  修  会  等  事  業  報  告  書 

  

奈良市学校保健会 

 

事 業 名 

     奈良市学校保健会研修会 

 

実施期日 

     令和７年１月１７日 

 

場  所 

     奈良市はぐくみセンター９階 大講座室 

 

参加人数  

学校保健会関係者（後日、アーカイブ配信） 

「学校医・薬剤師・歯科医、ＰＴＡ、校長または教頭、園長または副園長、保健主事、

養護教諭、保健安全教育担当教諭、一般教職員・栄養教諭・学校栄養職員 

 

事業目的 

児童・生徒の心身の健康保持増進を図り、生涯を通じて健康で安全な生活を送るための

基礎を培うために、健康と安全に関する諸問題について研修を深め、奈良市学校保健の一

層の充実を図る。 

 

事業概要 

 奈良市の学校保健関係者を対象とし、幼少児童生徒の健康や安全に関する講演会を開催

する。 

 

 演題 「ネット依存対策について」 

 講師 一般社団法人 ソーシャルメディア研究会チーフ技術指導員 

竹内 義博（たけうち よしひろ）先生 

 

事業の反省・評価 

 奈良市学校保健会第1回理事会により実施したアンケート結果に基づき最多得票を得た研

修テーマについて、対面開催とアーカイブ配信による研修会を開催した。 

 講師として、一般社団法人 ソーシャルメディア研究会チーフ技術指導員の竹内義博先

生をお招きし、スマホ時代の子ども達のために今のネットの特性と問題、子ども達との話

合いのための考え方や対策など、教職員、学校医等へ向けて、貴重なアドバイスをいただ

き、今後の学校等でのネット対策の対応等に役立つ研修会となった。 

 

 



研修会等事業完了報告書 

 

                      奈良県学校保健会   

 

研修会名 

 

 

 令和６年度第３回奈良県学校保健会研修会 

 

 

実施期日 

 

 

 令和７年１月３０日（木） 

 

 

場  所 

 

 

  奈良県教育研究所 大講座室 

 

 

参加人数 

 

 

  １４５人 

 
 

事業目的 
 
 
 
 

  
 子どもの心身の健康を守り、学校全体で充実した学校保健の取組
を進めるため、アレルギー疾患の正しい知識と適切な対応の習得を
目的として、奈良県学校保健会規約第３条（１）に基づき、研修会
を開催する。 

 
参加対象者 

 
 

 
 教職員、市町村教育委員会関係者、学校保健関係者 
 県内学校(園)の学校医、学校歯科医、学校薬剤師及びＰＴＡ関係者 
 

  

 事業概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

演 題１ 「事例から学ぶ食物アレルギーへの対応のしかた」 

講 師  なんぶ小児科アレルギー科 院長 南部 光彦 氏 

 

演 題２ 「やってみて初めて見える食物アレルギー緊急時対応の

問題点 ～シミュレーション研修を通して～」 

講 師  藍の都脳神経外科病院 薬剤部部長   中川 博之 氏 

 

説 明  「学校におけるアレルギー対応の状況と事故の発生状況 

     について」 

  奈良県教育委員会事務局体育健康課  

指導主事 𠮷中 未央 

 

食物アレルギーの発症機序や原因となる食物、症状など食物アレ

ルギーの基本的な理解を深め、学校における管理や対応について学

んだ。また県内の事例について検討し、誤食の再発防止に向けて普

段から各学校で留意すべき内容や緊急時の対応について講義を受け

た。 

 食物アレルギー緊急時対応の問題点について考え、各学校で、シ

ミュレーション研修等を通して、校内体制や対応方法を見直し、ブ

ラッシュアップしていくことの重要性について学んだ。。質疑応答

では、受講者から実際の現場での疑問点が出され、その対応方法や、

解決策について広く情報共有することができた。子どもたちが安心

安全に学校生活を過ごすために、学校におけるアレルギー対応の徹

底や継続した研修の重要性を学ぶ機会となった。 

 



参考５ 

研  修  会  等  事  業  報  告  書 

  

支部名（奈良県学校保健主事会） 

 

事 業 名 

        令和６年度 第５０回 奈良県学校保健主事研究大会 

 

 

実施期日 

 

         令和７年２月４日 （火）   

 

場  所 

         奈良県立教育研究所 

          

参加人数 

         ９０名 

 

事業目的 

 

心身ともに健康な児童生徒を育成するために、学校保健に関する保健主事の職務

内容と実践的課題の究明などの研修を深め、もって学校保健の推進充実を図る。 

 

事業概要 

令和６年度研究大会講師による講演・小中高部会別研究発表と研究協議 

 

講 師 名 

  日本教育シューズ協議会 理事長 

   早川 家正 氏 

演 題 

   『足元から考える 健康づくり  ～足計測などの経験を通して～ 』 

 

事業の反省と評価 

 今年度は講師に日本教育シューズ協議会の早川家正氏をお招きし、講演をいただい

た。普段あまり触れる機会のない「足育」というテーマでもあり、参加者より大変興

味深い講演内容であったと多くの感想が寄せられた。また、自校でも講演依頼を希望

する学校もあり良い研修となったと思われる。分科会では、各校の発表をテーマに熟

議等も深められ研究会の目的は概ね達成できたように考える。各校種とも多くの参加

者があり、各校の学校保健活動の推進に活かしてもらえれば幸いである。 

 



参考５ 

研  修  会  等  事  業  報  告  書 

  

支部名（奈良県学校保健会葛城支部）または団体名 

 

事 業 名 

 令和６年度 奈良県学校保健会 葛城市支部講演会 

  

実施期日 

 令和７年２月１７日（月） 

 

場  所 

 葛城市立當麻文化会館 大研修室 

 

参加人数 

 ２０名 

 

事業目的 

 葛城市の教育課題である「不登校」「スマホ等による視力低下」に焦点を当て、少しで

も課題解決できるような取組をする一助にする。 

 

事業概要 

 

 演題 『児童生徒の心身の健康問題とその対応～～』 

 講師 畿央大学教育学部現代教育学科 

    教 授  髙 田 恵 美 子 氏 

 

 

 

事業の反省・評価 

 不登校のことについては、不登校児童生徒数、高校通信制家庭生徒数や現在の不登校の

考え方、保健室登校、不登校の背景や要因、感覚過敏のことなど、データや資料等を用い

、様々な要因で不登校になっていることがわかる内容であった。 

 目の健康については、学校における視力検査、近視のこと、年齢別のインターネットの

利用状況、保護者の取組、学習環境の改善など、医学的な見地や生活習慣のデータ等を用

い、早期発見・早期対応、個別指導が大切なことを教えていただいた。 

 葛城市の課題についての内容で、今後の指導、支援に非常に役に立つ有意義な時間とな

った。 

 

 

 



参考５ 

研  修  会  等  事  業  報  告  書 

  

 団体名 奈良県養護教育研究会  
 

事 業 名    令和６年度 奈良県養護教育研究大会 

実施期日    令和７年２月２１日（金） 

場  所    奈良県立教育研究所 

参加人数    県内の幼稚園、認定こども園、小学校、中学校、義務教育学校 

及び中等教育学校の養護教員等  257名 

事業目的    養護教諭の専門性を生かした支援や連携の在り方について研究協議を行い、

その資質向上及び学校における健康教育の推進を図る。 

事業概要 

（１）研究発表 

〇レジリエンスを高めるソーシャルスキル教育の実践  

－自分大好き！友達大好き！な子どもを目指して－ 

                  北葛城郡上牧町養護部会 上牧中学校区 小学校班 

 〇目に優しい生活ができる子どもたちの育成 

                             生駒郡養護部会 小学校班 

 〇起立性調節障害の生徒のよりよい支援のために －教員向け校内研修の実施と評価－ 

                           大和高田市養護部会 中学校班 

 〇主訴の曖昧な児童に対する養護教諭の関わり －「観察アセスメントシート」活用－ 

                          奈良市立済美南小学校 中嶋昌代 

（２）講義 

 【講義1】テーマ 相談活動 

  「チーム学校における養護教諭の役割－みんなが元気になる解決志向アプローチ－」 

                  講師 天理大学人文学部心理学科 教授 金山元春 

 【講義2】テーマ 保健室経営 

  「養護教諭のためのICT研修」 

                   講師 養護教諭インフルエンサー niko（にこ） 

事業の反省・評価 

 どの研究発表も現場の子どもたちの実態から養護教諭が気づいた健康課題について、その改

善にむけ、他の教員を巻き込んで実践された研究であり、実践の評価についてもしっかりとお

こなわれていたため、参加した会員が自校に戻っての実践に活用できる内容であった。 

【講義１】では、人間関係において、原因を探しそれを正す「問題志向アプローチ」とは異

なる、各々がすでにもっている強みを生かす「解決志向アプローチ」について、事例を通して

学ぶことができ、学校というチームの中での養護教諭の役割について考えることができた。 

また【講義2】では、ICTを使った業務改善の具体例について体験を交え知ることができた。

どちらの講義も現場に即した大変興味深い内容で、もっと深く聞きたいという感想が多く寄せ

られるほど充実した研修会となった。 

 



研修会等事業完了報告書 

 

 

研修会名 

 

 

 令和６年度第４回奈良県学校保健会研修会 

 

 

実施期日 

 

 

 令和７年３月６日（木） 

 

 

場  所 

 

 

  ホテルリガーレ春日野 

 

 

参加人数 

 

 

  ５４人 

 

 

 

事業目的 

 

 子どもの心身の健康を守るため、学校全体で充実した学校保健の

取組を進めるとともに、実効的・実践的な防災教育と、学校と地域

・関係機関等との連携・協働による防災体制等の構築や整備につい

て学ぶことを目的とし、奈良県学校保健会規約第３条（１）に基づ

き、研修会を開催する。 

 

参加対象者 

 

 

 

 教職員、市町村教育委員会関係者、学校保健関係者 

 県内学校(園)の学校医、学校歯科医、学校薬剤師及びＰＴＡ関係者 

 

  

 事業概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

演  題 「実効的・実践的な防災教育と防災組織体制の構築や整備に

ついて」 

講 師 震災・学校支援チーム（EARTH）員 

    片山 健介 氏  高脇 麻希 氏 

 

 災害発生時に学校再開を支援するための教職員による支援チームであ 

る「EARTH」は、多くの災害発生時に実際に現地で様々な支援活動を実 

施してこられた。それらの経験等を踏まえ、学校における実効的・実践 

的な防災教育として、「知識・技術・心」を育むことを「防災教育の３ 

原則」として掲げ、発達段階に応じた防災教育を行い、災害について「 

正しく知り」「正しく備える」こと、つまり、災害（発生）を「我が事 

化」できる防災教育が重要であることをお話いただいた。また、兵庫県 

内の中学校で実際に実施されている実効的・実践的な防災教育について 

の具体例や、発災時の「心のケア」や平時のストレスマネジメントの在 

り方についてもお話いただいた。 

 そして、これらの教育や訓練、活動を行う際には、地域や専門機関等 

と連携して実施すること、学校、地域、専門機関等で災害時におけるそ 

れぞれの役割確認や意見交換を日常的に行うなど、連携・協働体制の構 

築・充実を図ることが重要であることもお話いただいた。本県における 

実効的・実践的な防災教育と防災組織体制の構築や整備の在り方等につ 

いて貴重な御示唆をいただき、学びや気づきの多い研修となった。  
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学校保健・学校安全・学校給食文部科学大臣表彰 

 

 文部科学省では、学校保健及び学校安全は昭和 27 年以来、学校給食は昭和 31 年以

来、それぞれの普及と向上を図るため、これらに関し、優秀な成果をあげた関係者、学

校並びに地域別学校保健、学校安全関係団体、学校給食共同調理場等の表彰を行ってい

ます。 

 本年度は、下記の先生方が、受賞されました。心からお慶び申し上げます。 

 

令和６年度受賞者・受賞校・受賞団体 

 

◎ 学校保健関係(個人)  

  学校医        千田  史郎 

  学校歯科医      吉野  修史 

  学校薬剤師      隅田  重義 

 

 

◎ 学校給食関係 (個人) 

  広陵町立広陵北小学校 栄養教諭  中島  育子 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

「令和６度奈良県学校保健会表彰」 

受賞者一覧 

 

大橋 一博（おおはし かずひろ） 

一般社団法人奈良県医師会 

受賞理由 

 平成４年より奈良市立大安寺小学校・柳生小学校等の小学校において、学校医として通算３２年間の長きにわ

たり勤められ、現在も公立・私立を交え、数多くの学校医を兼任し、児童の健康増進・学校保健・地域医療に貢

献されている。 

 あわせて、平成３０年からは奈良市医師会学校医部会の副会長に就任され、奈良市の耳鼻科検診ひいては学校

検診全体をよりよいものとするため貢献されている。また、奈良市医師会において、幹事や理事として医師会活

動に尽力し、耳鼻科医会の会長等も歴任され、様々な見識をもって学校医を取り巻く諸問題について、積極的に

奈良市教育委員会等との協議に参加・対応されてきたことが評価された。 

 

岡本 哲雄（おかもと てつお） 

一般社団法人奈良県歯科医師会 

受賞理由 

 橿原市立八木中学校において、４９年間余の長きにわたり学校歯科医として学校歯科保健の発展に尽力したほ

か、生徒の口腔衛生知識の普及啓発に積極的に取り組むなど歯科口腔保健の向上に貢献している。 

 あわせて、奈良県歯科医師会においては、医療管理委員会、企画調整委員会及び歯科衛生士専門学校評議委員

を歴任し、特に、若手会員や歯科衛生士を目指す学生等の人材育成に尽力した。また、奈良県が推進する８０２

０運動を普及、健康なら２１計画を積極的に推進するなど、橿原市民の健康増進にも精力的に取り組むとともに、

学校保健活動に大いに貢献したことが評価された。 

 

三並 正典（みなみ まさふみ） 

一般社団法人奈良県薬剤師会 

受賞理由 

 平成１５年に下市町立下市南小学校・幼稚園の学校薬剤師に就任して以来、長きにわたり複数の幼稚園、小学

校及び中学校の学校薬剤師を歴任し、児童生徒の保健管理並びに学校保健環境衛生の維持向上に貢献してきた。

また、奈良県薬物乱用防止指導員としても長年啓発活動に取り組み、担当校における薬物乱用防止教室において、

薬の正しい使い方や薬物の危険性について熱心に啓発することにより、教職員・生徒の理解を深め、心身ともに



健やかに過ごせるよう学校保健の向上に尽力された。 

 あわせて、平成１４年からは奈良県薬剤師会及び学校薬剤師部会の吉野支部長を歴任し、地域での指導的役割

を担い、地域の学校保健・公衆衛生の向上に尽力し、児童生徒並びに地域住民の健康の保持増進に貢献してきた

ことが評価された。 

 

鍵谷 千加（かぎたに ちか） 

奈良県学校給食栄養研究会 

受賞理由 

 採用から今日まで、勤務校はもとより市町村全体の安全・安心で魅力ある学校給食提供と健康教育・食育の推

進に努められた。とりわけ食に関する指導に注力され、上牧町立上牧中学校に勤務された平成２０年度からは、

生徒に望ましい食習慣と食の自己管理能力を身に付けさせるべく、生徒自らが材料の調達から調理までを行う

「弁当の日」を設定するなど、児童生徒の健全な心身の育成に寄与された。 

 あわせて、平成２９年度からは、全国学校栄養士協議会奈良県支部長及び奈良県学校給食栄養研究会副会長と

して、平成３０年度からは、奈良県学校保健会栄養教職員部会副部会長として組織を牽引し、学校給食を生きた

教材として学校全体で食育を行うに当たり、中心的な役割を担う栄養教諭等の資質向上に努めてきたことが評価

された。 

 



 

 

 

 

 

 

一般社団法人 

奈良県医師会 
 

 

 

 

 

奈良県の医療を守り 

県民の健康を守ります！ 
 

 

 

 

 

 

 

〒６３４－８５０２ 

奈良県橿原市内膳町５－５－８ 

ＴＥＬ ０７４４－２２－８５０２ 

ＦＡＸ ０７４４－２３－７７９６ 

ＵＲＬ https://nara.med.or.jp/ 

 

 

 



奈良県歯科医師会はこんなところ！ 

 

奈良県歯科医師会は、1914 年 9 月に設立され、以来 100 年以上に及んで

歯科医学医術の研究及び歯科保健の普及による県民福祉の向上を願い活動し、

今日に至っております。 

近年、口腔と全身の健康の関連について科学的なエビデンスが報告されるよ

うになり、残存歯数と転倒、健康長寿との関係あるいは歯周病は誤嚥性肺炎、認

知症、心疾患、低体重児出産などのリスクが高まることが明らかになっています。 

定期的な歯科健診は極めて重要ですが、妊産婦、乳幼児、学童における歯科健診

は義務的に行われ、40 歳以上の歯周病健診や高齢者における節目健診は市町村

で受診勧奨されていますが、その受診率は決して高くはありません。政府の骨太

の政策の中に「生涯にわたる定期的な国民皆歯科健診」が加わり、歯科口腔保健

法の改正が行われようとしています。 

奈良県歯科医師会では、県民の健康意識の高揚を目指し、すべての県民の定期

的な歯科健診の受診を勧奨し、自らの口腔内の環境を知っていただき、早期治療

を実現していきたと考えています。そのために、県行政への積極的な啓発活動の

実施、県民公開シンポジウムの開催、歯科疾患や歯科治療でお悩みの無料相談な

どを実施するとともに、休日歯科診療、事業所歯科健診、訪問歯科診療、身障者

歯科治療、歯科特殊健診などを行い、県民の方々に対して積極的に活動を行って

います。奈良県歯科医師会会員である学校歯科医師には、定期的な研修会を実施

し、奈良県下では共通認識のもとに歯科健診を実施しています。さらに、健診デ

ータを収集し、データ分析も行っています。また、歯科健診を行うだけでなく、

担当する学校の学童や生徒、教職員の方々の口腔の健康の保持増進にも努めて

います。 

これからも奈良県歯科医師会は奈良県民の口腔を守る中心的役割を担ってま

いります。 

      

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度 歯を守る図画・ポスター・標語コンクール  
【奈良県知事賞受賞作品】 

一 般 社 団 法 人  

奈 良 県 歯 科 医 師 会  

幼児（図画）の部 

小学校高学年（ポスター）の部 

中学校（ポスター）の部 

標語の部 

 歯もなければ力なし 

小学校低学年（図画）の部 



一般社団法人

奈良県薬剤師会

〒634-0063  奈良県橿原市久米町926番地

TEL 0744-22-8413 / FAX 0744-22-2739

E-mail   npa@mahoroba.ne.jp

Website http://www.narayaku.or.jp/

 
 

会長  後岡　伸爾　

学校環境衛生をとおして

生徒・児童の健康を見守っています。



一般社団法人

奈良県薬剤師会

〒634-0063  奈良県橿原市久米町926番地

TEL 0744-22-8413 / FAX 0744-22-2739

E-mail   npa@mahoroba.ne.jp

Website http://www.narayaku.or.jp/

 
 

会長  後岡　伸爾　

学校環境衛生をとおして

生徒・児童の健康を見守っています。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（医）社団誠医会 安東内科医院 
内科・脳神経内科・リハビリテーション科 

院長 安 東 範 明 
 

〒６３４－００７１ 

橿原市山之坊町６９－１ 

ＴＥＬ ０７４４－２４－８６２８ 

ＦＡＸ ０７４４－２４－８６５８ 
 

 
 

(医)友岡診療所 
内 科 

院長 友 岡 俊 夫 
 

〒６３０－０２１２ 

生駒市辻町３９７－８ 東生駒８番館２Ｆ 

ＴＥＬ ０７４３－７３－１８８１ 

ＦＡＸ ０７４３－７３－３０１０ 

 

 

 

 

 

 

（医）社団岩井整形外科 
院長 岩 井  誠 

 

〒６３０－８１１５ 

奈良市大宮町４－３３１－１ 

ＴＥＬ ０７４２－３３－７９５０ 

ＦＡＸ ０７４２－３３－７９６４ 

 
 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（医）赤崎クリニック 
産科・婦人科（高度生殖医療）・内科 

理事長 赤 﨑 正 佳 
 

〒６３３－００５３ 

桜井市大字谷１１１ 

ＴＥＬ ０７４４－４３－２４６８ 

ＦＡＸ ０７４４－４５－２１１２ 

 

 

 
 

（医）七浦医院 
内科・小児科・放射線科 

院長 七 浦 高 志 
 

〒６３９－２３１６ 

御所市西寺田１５０－２ 

ＴＥＬ ０７４５－６６－０２６１ 

ＦＡＸ ０７４５－６６－１５８４ 

 
 

 

 

(医)永幸会 ますなが皮フ科形成外科  
院長 増 永 博 幸 

 

〒６３６－０１２３ 

生駒郡斑鳩町興留４－１０－１５ 野口ビル１Ｆ 

ＴＥＬ ０７４５－７５－１２７７ 

ＦＡＸ ０７４５－７５－１２５５ 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（医）康成会 星和台クリニック 
内科・腎臓内科（人工透析）・泌尿器科・皮膚科 

会長 堀 井 康 弘 
 

〒６３６－００８１ 

北葛城郡河合町星和台２－１－２０ 

ＴＥＬ ０７４５－３１－２０７１ 

ＦＡＸ ０７４５－３１－２０７２ 

 

 

 

 
（医）健和会 奈良東病院 

内科・呼吸器内科・循環器内科・消化器内科・神経内科 

皮膚科・整形外科・リハビリテーション科・放射線科 

理事長 鉄 村 信 治 
 

〒６３２－０００１ 
天理市中之庄町４７０ 

ＴＥＬ ０７４３‐６５‐１７７１ 

ＦＡＸ ０７４３‐６５‐４１５７ 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（医）田仲医院 
内科・循環器内科・消化器内科・放射線科・小児科 

院長 田 仲 達 也 

副院長 田 仲 三世子 
 

〒６３８－０８２１ 

吉野郡大淀町下渕５４－３ 

ＴＥＬ ０７４７-５２-０３２３ 

ＦＡＸ ０７４７-５２-０９８１ 

 

 

 まえだ泌尿器科クリニック 
院長 前田純宏 

（泌尿器科学会認定専門医・性感染症学会認定医） 
 

泌尿器科全般（男性・女性・老年・小児）をプライバシー重視しながら 
解りやすい説明を心がけて診察しています。 

詳しくは QR コードからホームページへ 
 

香芝市下田西１－１０－１９ メディカルプラザ香芝３Ｆ 

  ＴＥＬ ０７４５-７８――０４００ 

         なやまぬおしっこ 

 
 

 

 

 

 

（医）前之園診療所 
内科・小児科 

院長 前之園 晃 幸 
 

〒６３５－０００２ 

大和高田市土庫１－１３－１３ 

ＴＥＬ ０７４５－５３－０２０１ 

ＦＡＸ  ０７４５－２３－３６７８ 



  医療法人北寿会 

登 美 ヶ 丘 ク リ ニ ッ ク 
内科・小児科・リハビリテーション科 

院  長  北  神  敬  司 

〒631-0003 

奈良市中登美ヶ丘４丁目３番 

(介護老人保健施設 

   アップル学園前１階) 

TEL:0742-41-6556 

FAX:0742-41-6355 

 

診療時間 月 火 水 木 金 土 日 祝 

9:00～12:00 ○ ○ ○  ○ ○ ○  

16:00～17:30 ○ ○   ○    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（医）進羽会橋本クリニック 
脳神経外科・内科・小児外科・リハビリテーション科 

院長 橋 本  浩 
 

〒６３４－００７８ 

橿原市八木町１－７－３０ 

ＴＥＬ ０７４４-２０-３１３３ 

ＦＡＸ ０７４４-２０-３１３８ 

 
岩井内科クリニック 

内科・消化器内科・胃腸内科 

院長 岩 井  均 
 

〒６３０－８１１５ 

奈良市大宮町４－３３１－１ 

ＴＥＬ ０７４２－３３－３００６ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安田医院 
内科・外科・肛門科・皮膚科 

院長 安 田 志 郎 
 

〒６３９－０２６４ 

香芝市今泉７－１ 

ＴＥＬ ０７４５－７１－７１００ 

ＦＡＸ ０７４５－７７－０１２２ 

 

 

 

  

（医）幸仁会木下医院 
胃腸内科・消化器内科・内科・小児科・皮膚科 

院 長 木 下 國 浩 
 

〒６３３－００５４ 

桜井市阿部５５０ 

ＴＥＬ ０７４４－４２－４０５３ 

ＦＡＸ ０７４４－４２－４１８０ 

 
 

 

 

 

（医）菊川内科医院 
内科・消化器内科・肝臓内科・糖尿病・代謝内科 

院長 菊 川 政 次 
 

〒６３３－００９１ 

桜井市大字桜井８６９－１ 

ＴＥＬ ０７４４－４６－２１１２ 

ＦＡＸ ０７４４－４５－２６４０ 

 

 

 

 



 

令和７年６月 

発行 奈良県学校保健会 

    〒630-8502 

     奈良市登大路町３０番地 

    奈良県教育委員会事務局体育健康課内 

      ＴＥＬ   0742-27-9860 

    ＦＡＸ  0742-22-3995 

      ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ nara-ssh@drive.ocn.ne.jp 

      ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.narakengakouhokenkai.net/ 
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